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11
月
14
日
、
「
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
「
県
政
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｎ
対
馬
」

が
対
馬
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、

会
場
に
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
大

勢
の
方
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
会
議
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、

な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所
の
脇

田
安
大
理
事
長
が
務
め
、
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
、
金
子
知
事
、
松
村
市

長
、
片
岡
力
長
崎
国
際
大
学
教
授
、

女
優
の
黒
田
福
美
さ
ん
が
ま
ち
づ

く
り
に
関
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
対
馬
市
商
工
会
の
住
田
要

範
さ
ん
、
同
青
年
部
の
島
崎
顕
章

さ
ん
、
対
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部

連
絡
協
議
会
会
長
の
扇
平
さ
ん
ら

の
活
動
報
告
が
あ
り
、
知
事
ら
が

助
言
や
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
と
参
加
者
全

員
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
猪

や
鹿
被
害
の
問
題
、
人
口
流
出
の

問
題
、
雇
用
対
策
、
地
域
活
性
化

の
問
題
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
の
効
果
を
発
揮
し
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
行
財

政
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
11
月
５
日
、
対
馬
市
消
防
本

部
会
議
室
で
「
第
１
回
対
馬
市
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
、
商
工
観
光
、
福
祉
、

教
育
、
地
域
活
性
会
、
学
識
経
験

者
な
ど
の
分
野
か
ら
13
人
が
委
員

に
委
嘱
さ
れ
、
対
馬
市
の
行
財
政

改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
ま
ず
各
委
員
に
松

村
市
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
が
あ

り
、
次
に
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己

紹
介
の
あ
と
、
会
長
の
選
任
が
行

わ
れ
、(

財)

な
が
さ
き
地
域
政
策

研
究
所
常
務
理
事
の
菊
森
淳
文
さ

ん
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
、
合
併

の
必
要
性
と
そ
の
効
果
、
市
の
財

政
と
組
織
の
現
状
、
行
財
政
改
革

の
必
要
性
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
協

議
に
入
り
ま
し
た
。

【
委
員
名
簿
】
▼
菊
森
淳
文
（
長

崎
市
・
学
識
経
験
者
・
な
が
さ
き

地
域
政
策
研
究
所
常
務
理
事
）
▼

扇
次
男
（
上
対
馬
町
・
農
林
水
産

・
対
馬
森
林
組
合
長
）
▼
西
山
文

利
（
美
津
島
町
・
農
林
水
産
・
西

山
水
産
代
表
者
）
▼
国
分
良
助

（
峰
町
・
農
林
水
産
・
対
馬
農
協

専
務
理
事
）
▼
浦
田
一
朗
（
厳

原
町
・
商
工
観
光
・
対
馬
市
商
工

会
副
会
長
）
▼
日
高
五
三
夫
（
上

県
町
・
商
工
観
光
・
日
高
写
真
館
、

元
合
併
協
議
会
委
員
）
▼
高
辺
一

喜
（
豊
玉
町
・
福
祉
・
対
馬
市
老

人
福
祉
施
設
協
議
会
代
表
）
▼

井
上
優
子
（
峰
町
・
福
祉
・
社
会

福
祉
士
）
▼
河
西
宏
（
厳
原
町
・

金
融
機
関
・
十
八
銀
行
支
店
長
、

厳
原
銀
行
協
会
会
長
）
▼
平
間
雅

哲
（
上
対
馬
町
・
行
政
経
験
者
・

前
上
対
馬
町
助
役
）
▼
田
中
次
子

（
美
津
島
町
・
女
性
・
公
民
館
講

座
講
師
）
▼
島
崎
顕
章
（
厳
原

町
・
青
年
・
厳
原
印
刷
所
営
業
部

長
、
商
工
会
青
年
部
会
計
）
▼
坂

本
好
徳
（
厳
原
町
・
地
域
活
性
化

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
境
の
島
・
つ
し
ま
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

　
10
月
25
日
、
美
津
島
町
有
線
テ

レ
ビ
（
Ｍ
Ｙ
Ｔ
）
の
ス
タ
ジ
オ
で
、

松
村
市
長
を
囲
ん
で
、
対
馬
の
将

来
に
つ
い
て
対
談
す
る
「
市
長
と

語
る
」
の
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
と
対
談
し
た
の
は
、
各
支

所
か
ら
１
名
ず
つ
の
６
名
で
、
農

業
、
漁
業
や
商
業
、
会
社
役
員
、

主
婦
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
様
々

な
分
野
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
対
談
で
は
、
出
席
者
か
ら
、
観

光
客
増
加
の
方
法
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
、
道
路
整
備
計
画
、

韓
国
と
の
経
済
交
流
、
不
況
対
策
、

漁
村
環
境
整
備
、
１
次
産
業
の
後

継
者
対
策
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
な
ど

幅
広
い
質
問
や
要
望
が
市
長
に
投

げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
収
録
さ
れ
た
番
組
は
、
Ｍ
Ｙ
Ｔ

で
11
月
８
日
に
美
津
島
町
全
域
に

放
送
さ
れ
た
ほ
か
、
厳
原
有
線
テ

レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

視
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、
ビ
デ
オ

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
支

所
の
総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
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対
馬
の
資
源
を
生
か
し
て
、
知

恵
と
工
夫
で
地
域
活
性
化
を
め
ざ

そ
う
と
、
11
月
10
日
に
対
馬
市
公

会
堂
で
、
対
馬
地
域
農
林
業
活
性

化
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
対
馬
地
域
農
業
振

興
協
議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
長
崎
県
農
業
賞
受
賞
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
経
営
体
部
門
で
長
崎

県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
上
県
町
の

神
宮
正
芳
・
教
子
さ
ん
ご
夫
妻
と

組
織
活
動
部
門
で
長
崎
県
地
域
農

業
振
興
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
た

豊
玉
町
作
業
受
託
組
合
に
、
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル

ー
プ
林
野
庁
長
官
賞
受
賞
の
対
馬

林
業
研
究
会
の
事
例
報
告
、
徳
島

県
上
勝
町
「
（株）
い
ろ
ど
り
」
取
締

役
、
横
石
知
二
さ
ん
の
「
地
域
資

源
を
お
金
に
換
え
る
錬
金
術
」
と

い
う
演
題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、県
歯
科
医
師
会（
会

長:

道
津
剛
佑
）が
主
催
す
る「
第

48
回
長
崎
県
歯
科
医
学
大
会
」
が
、

対
馬
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
が
離
島
で
開
か
れ

る
の
は
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
開
会
式
で
、
高
森
博
義
大
会
準

備
委
員
長
（
対
馬
市
歯
科
医
師
会

長
）
は
、
「
島
で
の
開
催
は
、
会

員
の
長
年
の
夢
で
し
た
。
対
馬
は

大
陸
か
ら
の
文
化
伝
来
の
中
継
地
。

韓
国
と
の
医
学
的
な
学
術
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
学
術
講
演
で
は
、
韓
国
・
釜
山

大
学
校
の
金
鎭
範
教
授
が
「
韓
国

の
現
況
と
口
腔
保
健
事
業
を
中
心

と
し
て
」
と
題
し
て
、
韓
国
国
内

の
歯
の
健
康
状
況
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
作
家
・
荒
俣

宏
氏
の
文
化
講
演
も
あ
り
、
県
内

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
歯
科
医
師
関

係
者
お
よ
そ
４
０
０
人
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
つ

し
ま
の
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
で
、

対
馬
保
健
所
主
催
の
「
思
春
期
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
行
政
、
学

校
、
保
護
者
な
ど
関
係
者
約
１
０

０
名
が
参
加
し
て
、
児
童
・
思
春

期
の
心
の
問
題
（
不
登
校
・
い
じ

め
・
非
行
・
暴
力
・
被
虐
待
な

ど
）
に
、
行
政
や
地
域
が
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
研
修
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
大
村
に
あ
る
情
緒

障
害
児
短
期
治
療
施
設
「
大
村
椿

の
森
学
園
」
主
任
セ
ラ
ピ
ス
ト
で

臨
床
心
理
士
、
長
野
真
基
子
さ
ん

の
「
思
春
期
の
こ
こ
ろ
〜
不
登
校
、

情
緒
障
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
考

え
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

や
５
、
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
事
例
検
討
、
対
馬
地
区
の

状
況
報
告
が
行
わ
れ
、
関
係
機
関

や
家
族
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
意
識
や
役
割
を
持
っ

て
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
の

課
題
と
方
向
性
を
考
え
る
研
修
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
《
11
月
》

１
日
＝
九
州
市
長
会
（
福
岡
市
）

２
〜
３
日
＝
自
民
党
離
島
振
興
委

　
　
　
員
会
、
全
国
離
島
振
興
協

　
　
　
議
会
正
副
会
長
に
よ
る
国

　
　
　
へ
の
予
算
要
望（
東
京
都
）

５
日
＝
ブ
ル
ガ
リ
ア
舞
踊
団
来
庁
、

　
　
　
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ

　
　
　
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
行
財

　
　
　
政
改
革
推
進
委
員
会

６
日
＝
第
４
回
全
九
州
還
暦
軟
式

　
　
　
野
球
大
会

８
日
＝
関
西
大
阪
長
崎
県
人
会
一

　
　
　
行
表
敬
訪
問

９
〜
11
日
＝
全
国
離
島
振
興
協
議

　
　
　
会
　
　
　
　
　
（
東
京
）

13
日
＝
長
崎
県
歯
科
医
学
大
会

14
日
＝
県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

　
　
　
グ

15
〜
17
日
＝
長
崎
県
市
長
会
、「
海

　
　
　
洋
セ
ン
タ
ー
・
海
洋
ク

　
　
　
ラ
ブ
」責
任
者
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
）

21
日
＝
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
創
立

　
　
　
記
念
行
事

22
日
＝
地
域
審
議
会

　
　
　
　
　
（
美
津
島
・
厳
原
）

24
日
＝
地
域
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
峰
・
豊
玉
）

25
日
＝
地
域
審
議
会

　
　
　
　
　
（
上
対
馬
・
上
県
）

25
〜
26
日
＝
県
漁
港
協
会
正
副
会

　
　
　
長
会
議
　
　
（
長
崎
市
）

27
日
＝
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協

　
　
　
議
会

28
日
＝
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
町

　
　
　
日
韓
交
流
対
馬
大
会

29
日
＝
今
屋
敷
地
区
再
開
発
問
題

　
　
　
特
別
委
員
会

30
日
＝
定
例
記
者
発
表
、
百
歳
到

　
　
　
達
者
長
寿
祝
い
金
贈
呈
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